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東
北
鉄
道
協
会
に
加
盟
す
る
19
社
の
中
小
鉄
道
事
業
者
が

東
北
と
い
う
地
域
の
ま
と
ま
り
の
中
で
取
り
組
む
「
技
術
力
共
有
化
事
業
」。

相
互
協
力
に
よ
る
そ
の
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

「
技
術
力
の
向
上
と
継
承
」「
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
」
を
目
指
す
継
続
事
業
、

合
同
訓
練
、
合
同
研
修
、
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
は
、

中
小
鉄
道
事
業
者
の
現
場
就
業
者
が
技
術
を
学
ぶ
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
訓
練
や
研
修
を
通
じ
て
、
技
術
力
共
有
化
事
業
の
歩
み
と
い
ま
を
紹
介
す
る
。
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共
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の
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み
と
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ま

特
集
：
相
互
扶
助
の
歩
み
と
未
来

［
東
北
鉄
道
協
会
の
技
術
力
共
有
化
事
業
］

【
加
盟
事
業
者
】

青
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５
社
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ル
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館
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青
い
森
鉄
道
・
八
戸
臨
海
鉄
道

秋
田
県
（
３
社
）	

─	

秋
田
内
陸
縦
貫
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道
・
秋
田
臨
海
鉄
道
・
由
利
高
原
鉄
道

岩
手
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（
３
社
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─	

三
陸
鉄
道
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岩
手
開
発
鉄
道
・
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
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山
形
県
（
１
社
）	

─	

山
形
鉄
道

宮
城
県
（
３
社
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─	

仙
台
臨
海
鉄
道
・
仙
台
市
交
通
局
・
仙
台
空
港
鉄
道

福
島
県
（
４
社
）	

─	

阿
武
隈
急
行
・
福
島
交
通
鉄
道
部
・
福
島
臨
海
鉄
道
・
会
津
鉄
道
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特集：相互扶助の歩みと未来
［東北鉄道協会の技術力共有化事業］

事
業
者
間
の
技
術
的
な
相
互
協
力
を
体
系
化

現
在
、
東
北
鉄
道
協
会
に
加
盟
す
る
鉄
道
事

業
者
は
東
北
６
県
の
19
社
。
旅
客
鉄
道
事
業
者

14
社
（
う
ち
鋼
索
鉄
道
１
社
・
地
下
鉄
1
社
）、

貨
物
鉄
道
事
業
者
５
社
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

事
業
者
と
し
て
の
設
立
方
式
や
法
人
形
態
、
規

模
も
異
な
る
19
社
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
活

か
し
な
が
ら
強
力
な
タ
ッ
グ
を
組
み
、
活
動
を

続
け
て
い
る
。

東
北
鉄
道
協
会
が
、
鉄
道
事
業
者
間
の
連
携

で
〝
技
術
継
承
と
安
全
向
上
〟〝
利
用
促
進
〟

に
取
り
組
む
「
中
小
鉄
道
事
業
者
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
平
成
20

年
の
こ
と
だ
。
そ
の
背
景
に
は
東
北
の
中
小
鉄

道
事
業
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
管
内
の
地
方
旅
客

鉄
道
の
状
況
は
、
平
成
５
年
度
か
ら
の
20
年
間

で
輸
送
人
員
（
青
い
森
鉄
道
・
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て

銀
河
鉄
道
を
除
く
）
が
半
減
し
、
５
社
が
路
線

を
廃
止
、
１
社
が
旅
客
取
り
扱
い
を
中
止
し
て

い
る
。
ま
た
、
事
業
者
の
職
員
数
は
人
件
費
の

削
減
な
ど
に
よ
っ
て
20
年
間
で
３
割
以
上
減
少

し
、
職
員
の
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
や
車
両
の
老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
耐

用
年
数
で
あ
る
40
年
を
経
過
し
た
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁

は

１
６
９
２
本
の
う
ち
約
82
％
、
ト
ン
ネ
ル
も
60

年
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
も
の
が
１
５
２
本
中

約
５
％
を
占
め
る
。
１
７
２
両
の
車
齢
も
高

く
、
運
用
を
開
始
し
て
30
年
を
超
え
る
車
両
が

約
31
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
東
北
の
中

小
鉄
道
事
業
者
は
、
沿
線
人
口
の
減
少
や
マ
イ

カ
ー
利
用
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
、
そ
れ
に
伴

う
厳
し
い
経
営
環
境
か
ら
、
鉄
道
技
術
者
の
不

足
と
高
齢
化
、
老
朽
化
す
る
施
設
・
車
両
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面

し
て
い
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
17
年
に
動
き
出
し

た
。
そ
の
原
点
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
14
・
15

年
度
に
国
が
実
施
し
た
安
全
性
緊
急
評
価
に
基

づ
く
保
全
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、
東
北
鉄

道
協
会
が
開
催
し
た
「
保
全
整
備
計
画
研

修
会
」
だ
。
鉄
道
事
業
者
に
義
務
付
け
ら

れ
た
職
員
の
安
全
対
策
教
育
指
導
を
、
個

社
で
行
う
の
は
負
担
が
大
き
い
。
加
盟
事

業
者
の
集
合
研
修
と
し
て
実
施
し
よ
う
と

い
う
協
会
の
判
断
だ
っ
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
東
北
の
鉄
道
事

業
者
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
を
、
個
社
単

位
で
は
な
く
、
事
業
者
間
で
連
携
し
て
解

決
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
た
。

互
い
の
沿
線
に
旅
行
客
を
送
客
し
合
う

「
相
互
送
客
事
業
」
が
始
ま
り
、
会
員
各
社

の
技
術
力
を
共
有
化
し
て
鉄
道
事
業
の
安

全
性
を
高
め
る
「
技
術
力
共
有
化
事
業
」

の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
実
施
に
当
た
り
、
東
北
運
輸
局

の
支
援
を
得
て
、
会
員
間
の
相
互
協
力
を

体
系
化
し
た
の
が
、
技
術
力
共
有
化
事
業

と
相
互
送
客
事
業
を
２
本
の
柱
と
す
る
中

小
鉄
道
事
業
者
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

技
術
力
共
有
化
事
業
は
、
合
同
訓
練
や
合
同

研
修
会
の
開
催
、
高
価
な
検
査
測
定
機
器
や
枯

渇
す
る
部
品
の
相
互
融
通
、
業
務
等
相

互
受
委
託
な
ど
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

相
互
融
通
に
つ
い
て
は
、
会
員
各
社

が
保
有
す
る
検
査
測
定
機
器
や
共
有
可

能
な
修
繕
部
品
、
貯
蔵
部
品
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
情
報
を
共
有
。
そ
れ
ら
の

一
時
貸
借
や
譲
渡
に
よ
り
、
検
査
測
定

機
器
の
使
用
や
部
品
の
迅
速
で
低
コ
ス

ト
な
調
達
を
可
能
に
し
た
。

ま
た
、
中
小
鉄
道
事
業
者
の
多
く
は
、

本
格
的
な
車
両
の
検
査
や
修
理
部
門
を

持
っ
て
い
な
い
た
め
、
車
両
修
繕
業
務

は
外
注
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
会
員
の
中

で
は
、
岩
手
開
発
鉄
道
が
直
営
の
検

東北鉄道協会の取り組み（全体像）
東
北
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

の
活
性
化

人
材
育
成
面
で
の
連
携

（
技
術
の
向
上
と
継
承
）

実
務
面
で
の
連
携

（
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の

共
有
）

東北の鉄道を
元気にする取り組み

各社による沿線観光資源の掘り起こし

各社のイベント列車運行

「鉄道フェスティバル in 東北」など

合同訓練（南ブロック・北ブロック）

鉄道技術・安全アドバイザー制度

鉄道保線実技研修、新人運転士養成講座、
鉄道電気・信号研修などの開催

枯渇する部品、高価な検査機器の相互融通

車両検修業務等の相互受委託契約の促進

さらなる安全レベルの向上

合同訓練・研修会

トラブル等への助言・指導

受委託に係る情報共有・調整

各社が保有する部品、
検査測定機器等の情報共有

沿線地域の住民を相互に送客し合い、
お互いの利用促進と先進的な取り組みを学ぶ

「トレインアテンダント・スキルアップ講座 in 東北」

営業ノウハウの共有、連携

合同研修会・フォーラムなど

鉄道技術者の育成
技術の向上と継承

車両・設備の
維持管理の効率化

サービス向上
利用促進

技
術
力
共
有
化
事
業

相
互
送
客
事
業

（出典：東北鉄道協会・国土交通省東北運輸局）
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※地方旅客鉄道 11社の合計（トンネル 152本、橋梁 1692 本）平成 26年 2月末現在
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※地方旅客鉄道 11社の合計（172両）平成 26年 2月末現在



MINTETSU WINTER 2015 12

査
・
修
理
部
門
を
持
っ
て
お
り
、
会
員
は
同
社
に

業
務
を
委
託
。
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

東
北
鉄
道
協
会
の
会
員
は
旧
国
鉄
系
の
事
業

者
が
多
く
、
現
場
の
技
術
に
お
い
て
は
共
通
す

る
も
の
が
多
い
。
同
じ
車
両
を
所
有
す
る
特
定

の
事
業
者
間
で
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
上
層
部
や
ベ
テ

ラ
ン
の
技
術
者
が
旧
国
鉄
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
、
技
術
力
共
有

化
事
業
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん

だ
要
因
に
な
っ
た
と
い
う
。

合
同
訓
練
や
合
同
研
修
の
実
現
も
、
会
員
に

と
っ
て
大
き
な
前
進
に
な
っ
た
。
自
社
で
は
実

施
で
き
な
い
大
規
模
な
訓
練
や
レ
ベ
ル
の
高
い

技
術
研
修
、
講
義
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

合
同
訓
練
は
、
毎
年
、
大
規
模
な
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
会
津
鉄
道
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
が
引
き
受
け
手
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と

会
津
鉄
道
が
実
施
す
る
訓
練
に
は
、
近
隣
の
鉄

道
事
業
者
が
参
加
し
て
い
た
が
、
技
術
力
共
有

化
事
業
の
開
始
で
、
東
北
６
県
を
二
分
し
た
南

ブ
ロ
ッ
ク
の
合
同
訓
練
と
し
て
会
員
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
は
、

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
の
訓
練
に
参
加
す
る
。

初
年
度
の
平
成
20
年
の
合
同
訓
練
に
は
、
南

ブ
ロ
ッ
ク
８
社
61
人
、
北
ブ
ロ
ッ
ク
12
社
１
２

２
人
が
参
加
し
た
。
以
来
、
毎
年
、
多
く
の
会

員
の
参
加
の
も
と
、
合
同
訓
練
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。

運
輸
安
全
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
認
定

技
術
力
共
有
化
事
業
は
さ
ら
に
発
展
し
、
平

成
22
年
度
に
は
「
鉄
道
技
術
・
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
年
度
事

業
と
し
て
「
鉄
道
安
全
ハ
イ
レ
ベ
ル
研
修
」

「
新
人
運
転
士
養
成
講
座
」「
保
線
実
務
研
修
」

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
先
進
的
な
運
輸
の
安
全

性
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
鉄
道
事

業
で
は
唯
一
、
国
土
交
通
省
の
「
運
輸
安
全
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
に
認
定
さ
れ
、
国
の
財
政
支

援
を
得
て
行
わ
れ
て
い
る
。

鉄
道
技
術
・
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
は
、

高
度
な
技
術
力
を
有
す
る
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
会
員
各
社
か
ら
の
相

談
に
対
し
て
指
導
・
助
言
を
行
う
制
度
だ
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
協
会
が
企
画
す
る
研
修
会
の

講
師
と
し
て
も
活
躍
す
る
。

そ
の
他
の
四
つ
の
事
業
は
、
い
ず
れ
も
若
手

鉄
道
技
術
者
の
育
成
と
次
世
代
へ
の
技
術
継
承

を
目
的
と
す
る
分
野
別
の
研
修
や
講
座
、
セ
ミ

ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
、
若
手
運
転
士
や
運
転
士
候
補
者
を
対
象
と

し
た
合
同
養
成
講
座
の
新
人
運
転
士
養
成
講

座
、
保
線
担
当
者
が
自
ら
体
験
学
習
す
る
こ
と

で
保
線
技
能
を
習
得
す
る
保
線
実
技
研
修
だ
。

講
義
の
み
の
合
同
研
修
会
や
勉
強
会
は
こ
れ

ま
で
も
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
実
践
的
な
技
術

の
習
得
を
目
的
と
し
た
実
技
研
修
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。

中
小
鉄
道
事
業
者
の
職
員
は
、
自
社
の
業
務

を
遂
行
す
る
中
で
、
技
術
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
勢
い
、
新
た
な
知
識
に

触
れ
る
機
会
も
限
ら
れ
て
く
る
。
外
部
の
専
門

技
能
を
有
す
る
技
術
者
の
指
導
は
、
技
術
の
習

得
に
限
ら
ず
、
視
野
の
広
が
り
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
。
毎
日
の
業
務
を
支
え
る
専
門
知
識
を

得
る
こ
と
で
、
業
務
の
目
的
も
確
実
に
意
識
で

き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
他
社
の
同
世
代
の

職
員
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と
で
得
る
刺
激
も
多
い
。

こ
う
し
た
実
技
を
伴
う
合
同
研
修
は
、
こ
の

後
も
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平

成
24
年
度
に
は
「
新
人
運
転
士
養
成
講
座
」

が
、
平
成
25
年
度
に
は
「
鉄
道
保
線
実
技
研

修
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

合
同
訓
練
で
緊
急
時
の
対
処
法
を
学
ぶ

で
は
、
平
成
26
年
度
に
実
施
さ
れ
た
合
同
訓

練
と
合
同
研
修
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
合
同
訓
練
は
、
９
月

1鉄道技術・安全アドバイザーの初年度任命式。25平成 25 年度の鉄道保線実
技研修には 18 社 25 人の保線担当者が受講した。3トレインアテンダント・スキ
ルアップ講座を終えて記念撮影。4新人運転士養成講座の運転シミュレータ実習。
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縦割りをなくし総力で安全文化を築く

　ＩＧＲいわて銀河鉄道は、平成14年の東北新幹線盛岡－八戸間の
開業に伴い、ＪＲ東日本から経営分離された東北本線の盛岡－目

め と き

時間
を引き継ぎ、開業しました。目時－八戸間は青い森鉄道が運営してい
ますが、列車は直通運転しています。
　開業以来、無事故を続けていますが、輸送の安全確保のための取
り組みとしては、毎年度、列車を運転して行う「実車運転訓練会」
を実施し、異常時における適切な対応と技術の向上を目指していま
す。
　訓練は、若手を中心にした社員を対象に実施しますが、鉄道事業
本部だけではなく、経営企画本部の事務方、経理や総務などの担当
者も参加します。鉄道事業者としての安全文化は、すべての社員の
総力で築くべきもの。担当業務として直接、鉄道業務に携わっていな
くても、車両や駅務、設備についてある程度知識を蓄え、異常時の
対応を経験しておくことは、とても重要なことだと考えています。
　実車運転訓練会は総合訓練で、いくつかの訓練を並行して、ある
いは順番に実施します。訓練内容は、異常時を想定して毎年、組み
立てており、全社的な訓練ですので運輸部・指令・設備部それぞれ
の系統から案を提出してもらった上で、安全対策室が中心となってま
とめています。駅や車内で想定される異常時――例えばホームからお
客さまが転落した、車内で急病人が発生したなどといった訓練から、
運転士による停止位置誤りの取り扱いや退行運転、故障列車の救援、
あるいは警察署や消防署と合同で行う踏切事故対応など大掛かりな
ものまで、実にさまざまな訓練を実施しています。昨年度は、初の試
みとして、列車内に化学物質をまかれたという想定で、鉄道テロへの
対応訓練を行いました。
　当社がこうした総合的な訓練を毎年実施しているのは、かつて組
織内が系統ごとに縦割りになっていたことへの反省があるからだと私
は思っています。運輸部と設備部の中でも、車両や電気など技術ご
とにはまとまっていた一方で、全社的な連携は取れていなかった。し
かし、事故が発生したら、縦割りのままでは迅速に対応できません。
　また、当社のような若手社員の多い事業者では、こうした訓練が
不可欠です。現場の若手社員は、基本は身に付けていますが経験が
少ない。その点、熟練者は長年培ったノウハウが蓄積されています。
こういうときはこう動く、これを優先する――経験の積み重ねで培わ
れる力は、マニュアルとして存在するものではありません。私自身

は、可能であればもっと回数を増やしたいと思っています。技術的な
判断力を身に付け、奥の深い技術者に育ってほしい。個々の若手社
員がそこまで成長するために、訓練を繰り返し行うことが非常に重要
だと考えています。

自社ができる役割を果たす

　平成20年度に中小鉄道事業者連携プロジェクトがスタートして、
実車運転訓練会に、東北鉄道協会加盟の会員各社の方々が参加され
るようになりました。他社の方々が熱心に見学されているという意識
から、われわれもより自分たちに厳しく取り組み、いい意味でより緊
張感のある訓練になったと私は評価しています。参加した皆さんも得
るものが多いようで、高い評価をいただいています。これはやはり非
常にうれしいですね。
　ただその一方で、見学するだけではなく、実際に参加していただけ
ればもっと満足度の高いものになるとも思っています。当社がＪＲ貨
物東北支社主催の「総合脱線復旧訓練」に参加したときは、実際に
訓練にも参加させていただき、大変勉強になりました。しかし、各社
との打ち合わせなど事前の準備に時間を要することになるため、残念
ながら、当社にはそこまで受け入れる体力が現段階ではないのです。
　かつて、鉄道は地域の交通ネットワークの中心的存在で、どの地域
でも鉄路を敷くことが強く望まれました。鉄道事業者が現代の経営環
境の中で鉄道を守っていくことは本当に厳しい状況です。当社は、旧
国鉄時代から本線でしたし、現在も並行在来線として旅客も貨物も運
転されており、東北鉄道協会の中では恵まれた環境にあるかもしれま
せん。協会の中で果たせる役割を自発的に担い、貢献していきたいと
考えています。
　東北の19社が
連携して、鉄道技
術を磨き、利用促
進に取り組む。技
術力共有化事業と
相互送客事業の継
続で、19の魅力的
な鉄道が存在する
「東北」にしていき
たいと思います。

19社の連携の中で
鉄道技術を磨く
ＩＧＲいわて銀河鉄道が毎年開催する「実車運転訓練会」は、東北鉄
道協会の技術力共有化事業の「合同訓練」として、加盟事業者が参
加。また、東日本大震災後には三陸鉄道の職員を期限付きで雇用する
など、さまざまな取り組みにおいて、積極的に活動している。19 社の
中心的存在であり、連携を牽

けんいん

引するＩＧＲいわて銀河鉄道の菊池正佳
代表取締役社長に伺った。

ＩＧＲいわて銀河鉄道株式会社
代表取締役社長

菊池正佳
Masayoshi KIKUCHI
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実車運転訓練会閉会式で挨拶を述べる菊池社長。
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18
日
に
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
が
開
催
し
た

「
実
車
運
転
訓
練
会
」
で
、
会
員
７
社
26
人
が

参
加
。
総
勢
１
３
８
人
で
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
の
実
車
運
転
訓
練

会
は
、
そ
の
名
前
の
通
り
、
実
際
に
列
車
を
運

転
し
て
車
内
訓
練
や
駅
訓
練
、
踏
切
復
旧
訓
練

な
ど
を
展
開
し
て
い
く
大
規
模
な
総
合
訓
練
だ
。

こ
の
日
は
盛
岡
駅
か
ら
２
両
編
成
の
列
車
が

出
発
。
車
内
で
は
、
急
病
人
発
生
時
の
対
応
訓

練
と
運
転
士
に
よ
る
停
止
位
置
誤
り
の
取
り
扱

い
訓
練
、
列
車
抑
止
訓
練
が
行
わ
れ
、
並
行
し

て
地
上
で
は
踏
切
の
復
旧
訓
練
と
列
車
抑
止
訓

練
、
二
戸
駅
で
は
補
助
制
御
盤
取
り
扱
い
訓
練

を
実
施
。
お
よ
そ
３
時
間
30
分
の
走
行
の
後
、

到
着
し
た
好
摩
駅
で
は
、
盛
岡
東
警
察
署
、
盛

岡
中
央
消
防
署
玉
山
出
張
所
が
訓
練
に
加
わ

り
、
合
同
で
踏
切
人
身
事
故
へ
の
対
応
訓
練
を

行
っ
た
。
合
同
訓
練
参
加
者
は
、
列
車
に
乗
車

し
て
車
内
の
訓
練
を
見
学
し
た
後
、
踏
切
人
身

事
故
へ
の
対
応
訓
練
を
見
学
し
た
。

踏
切
人
身
事
故
へ
の
対
応
訓
練
は
、
遮
断
し

た
踏
切
に
進
入
し
た
自
動
車
と
列
車
が
衝
突
、

衝
撃
で
ブ
レ
ー
キ
管
が
破
損
し
た
列
車
は
自
力

走
行
が
不
可
能
と
な
り
、
大
破
し
た
自
動
車
の

運
転
手
は
意
識
不
明
、
乗
客
に
も
負
傷
者
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
だ
。
乗
客
の
降
車
・
誘
導

と
救
済
か
ら
、
事
故
発
生
時
に
お
け
る
鉄
道
事

業
者
と
警
察
・
消
防
の
連
携
ま
で
、
臨
場
感
に

満
ち
た
実
効
性
の
高
い
訓
練
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
９
月
26
日
に
は
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
会

津
鉄
道
で
「
異
常
時
取
り
扱
い
訓
練
」
が
開
催

さ
れ
、
８
社
22
人
が
合
同
訓
練
と
し
て
参
加
、

総
勢
67
人
で
訓
練
を
行
っ
た
。

訓
練
は
、
出
発
信
号
機
故
障
、
ポ
イ
ン
ト
の

不
具
合
、
線
路
の
支
障
物
確
認
な
ど
を
想
定

し
、
会
津
田
島
駅

－

湯
野
上
温
泉
駅
の
往
復
区

間
で
実
施
。
異
常
時
に
お
け
る
迅
速
な
状
況
の

把
握
と
適
切
な
対
応
方
法
の
習
得
を
目
的
に
訓

練
を
行
っ
た
。

「
緊
急
時
や
異
常
時
に
ど
う
対
応
す
る
か
。
訓

練
の
積
み
重
ね
が
い
か
に
重
要
か
が
よ
く
分
か
っ

た
」「
乗
客
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
責
任
を

改
め
て
強
く
感
じ
た
」―
―
合
同
訓
練
の
参
加
者

か
ら
は
、
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
強
い
使
命
感
を

う
か
が
わ
せ
る
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

先
端
の
施
設
で
技
術
を
学
ぶ
合
同
研
修

合
同
研
修
は
10
月
23
・
24
日
に
「
鉄
道
信

号
・
通
信
研
修
」
が
開
催
さ
れ
た
。
東
北
鉄
道

協
会
で
は
、
軌
道
・
構
造
物
、
車
両
、
電
気
、

運
転
な
ど
の
技
術
分
野
ご
と
に
、
高
い
専
門
性

を
有
す
る
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
実
技
研
修
で
は
初
め
て
信
号
・
通

信
分
野
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

研
修
地
は
東
日
本
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

仙
台
支
店
で
、
18
社
23
人
が
受
講
。
研
修
は
1

泊
２
日
の
合
宿
形
式
で
、
初
日
は
、
東
北
運
輸

局
鉄
道
部
技
術
課
の
奥
山
正
明
専
門
官
に
よ
る

「
最
近
の
電
気
事
故
事
例
に
つ
い
て
」
の
講
義
、

東
日
本
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
職
員
に
よ
る

信
号
設
備
概
要
、
通
信
設
備
概
要
、
信
号
結
線

の
基
礎
の
３
講
義
を
受
講
し
た
。

２
日
目
は
３
班
に
分
か
れ
、
転
て
つ
機
、
踏

切
、
継
電
連
動
装
置
に
つ
い
て
、
現
場
設
備
を

順
番
に
回
り
な
が
ら
、
保
守
作
業
を
実
習
し
た
。

転
て
つ
機
実
習
の
指
導
員
が
「
そ
の
日
に

よ
っ
て
線
路
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
異
な
り
、
車

両
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
。
そ
れ
で
も
定
刻
通
り
、

静
か
に
走
ら
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
た
り

前
の
こ
と
を
支
え
て
い
る
の
は
、
実
は
地
道
な

努
力
に
他
な
ら
な
い
」
と
語
る
と
、
受
講
者
た

ち
は
真
剣
な
面
持
ち
で
大
き
く
う
な
ず
く
。

受
講
者
の
信
号
・
通
信
従
事
経
験
年
数
は
最

短
で
３
カ
月
、
最
長
で
22
年
と
経
験
年
数
の
違

い
は
大
き
い
が
、
同
一
の
講
義
や
実
習
で
も
そ

の
キ
ャ
リ
ア
な
ら
で
は
の
受
け
止
め
方
が
あ

り
、
各
人
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

1実車運転訓練会での急病人発生時の対応訓練。2好摩駅で行
われた踏切人身事故への対応訓練には地元警察署・消防署も参
加。3列車抑止訓練を行う設備管理所保線係員たち。徐行解除
の手信号を現示する。4二戸駅で行われた補助制御盤取り扱い
訓練。5踏切人身事故への対応訓練で負傷者を搬送する消防署
員。6会津鉄道で実施された異常時取り扱い訓練。

1
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　私たちのアテンダントとしての活動の始まりは東北では早
く、平成21年度から３年間、「奥津軽トレインアテンダント」
として、青森県が国の「ふるさと雇用再生特別交付金制度」
を活用して津軽鉄道に事業委託、津軽鉄道沿線を中心に観光
ＰＲを行っていました。何も分からないまま一から手探りで始
めましたが、助成金の終了後は、「津軽半島観光アテンダント
推進協議会」に引き継がれ、平成28年３月の北海道新幹線
開業を見据えて活動範囲を津軽半島全体に拡大、「津軽半島観
光アテンダント」として活動を開始しました。平成26年４月
にＮＰＯ法人を立ち上げて独立し、津軽鉄道からも年間契約
で業務委託を受けています。
　現在の私たちの主な活動内容は、津軽半島各地域の魅力
を発信すること。津軽鉄道では列車乗務、イベント列車の企
画運行、イベントの企画開催などを行っています。ブログを
使って全国に情報発信する中で反響は大きく、中でもアテン
ダントしかできないＰＲをと平成24年に始めた作家・太宰治
を題材に製作した立

た ち ね ぷ た

佞武多の運行は、ツアーが実施されるま
で育ち、私たちにとっても大きな自信となっています。
　振り返ってみると、私たちアテンダントの活動は、津軽鉄
道を利用する地元の方々に受け入れていただくことから始ま
りました。観光のお客さまには地元の魅力を存分にお伝えし、
地元の方々とも密に交流する。無我夢中で続けてきて、いつ
の間にか、地域で、私たちアテンダントが列車にいるのが当
たり前の存在となっていることに気付いたとき、涙が出るほど
うれしかったことを覚えています。
　私たちの仕事は、地元の方々をはじめ、全国各地から津軽
の地を訪れてくださるたくさんの方々と地域をつなぐ、懸け橋
のような役割だと思っています。だから「自分たちで見て感じ
て体験したもの」をお客さまに伝えることが基本です。津軽
半島10市町村を取材して回り、自分たちの言葉で情報をまと
める。私たちに尋ねていただいたり、ホームページを見てい
ただければ分かるように、生きた情報の集約と充実を目指し
ています。
　今年度の「トレイン・アテンダントスキルアップ講座 in東
北」では、ＮＰＯ法人化したアテンダントということでお話を
する機会をいただきました。アテンダントの業務は、会社に
よって異なる部分もありますが、「お客さまのために活動する」
根底の部分は同じです。私たち津軽半島観光アテンダントも、
自立して活動していくには何が必要か、何が求められている
かを日々追究しながら、前進していきたいと思っています。

地域と人との
懸け橋を目指す
特定非営利活動法人
津軽半島観光アテンダント推進協議会
代表理事

小枝美知子
Michiko KOEDA

INTERVIEW
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言
う
ま
で
も
な
く
、
合
同
研
修
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
個
社
単
位
で
は
招し

ょ
う
へ
い聘

で
き
な
い
講
師
や
専

門
性
の
高
い
技
術
者
に
、
直
接
、
指
導
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
平
成
26
年
度
の
鉄
道
信

号
・
通
信
研
修
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
鉄
道
電
気
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

手
掛
け
る
東
日
本
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

平
成
25
年
度
の
保
線
実
務
研
修
は
駅
や
線
路
、

橋
梁
な
ど
の
鉄
道
設
備
を
施
工
す
る
仙
建
工
業

の
協
力
を
得
て
開
催
し
た
。
講
義
や
実
習
指
導

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
専
門
企
業
が
有
す
る
先
端

の
設
備
を
使
っ
て
学
べ
る
こ
と
も
、
受
講
者
に

と
っ
て
は
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

閉
講
式
で
は
受
講
生
を
代
表
し
て
、
15
年
超

の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
技
術
者
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
会
社
の
事
情
で
保
線
関
係
者
が
３
人
し
か

お
ら
ず
、
技
術
に
関
し
て
は
10
年
間
、
ほ
ぼ
現

場
の
実
践
の
み
で
身
に
付
け
て
き
た
。
今
回
、

基
礎
か
ら
き
っ
ち
り
教
わ
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
社
に
戻
っ
て
同
僚
に
伝
え

て
い
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
研
修
を
今
後
も
続

け
て
ほ
し
い
」
―
―
そ
の
思
い
は
受
講
生
全

員
、
同
じ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
合
同
研
修

中
小
鉄
道
事
業
者
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も

う
一
つ
の
柱
が
、
東
北
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
利
用

促
進
だ
。

特
に
東
日
本
大
震
災
後
は
、
東
北
運
輸
局
と

連
携
し
て
「
東
北
ロ
ー
カ
ル
線
復
興
支
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
誘
客
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
震
災
が
あ
っ
た
平
成

23
年
に
は
「
ご
乗
車
・
ご
支
援　

感
謝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
や
リ
レ
ー
写
真
展
、
イ
ベ
ン
ト
「
が

ん
ば
ろ
う
！
『
三
鉄
』
の
集
い
」「
津
軽
鉄
道　

け
っ
ぱ
れ
！
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
を
実
施
。
翌
24

年
に
は
、
復
興
に
向
け
た
機
運
醸
成
と
需
要
喚

起
を
目
的
と
し
て
、
絵
画
展
や
写
真
展
な
ど
を

開
催
し
た
ほ
か
、
旅
行
代
理
店
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
で
「
東
北
ロ
ー
カ
ル
線
イ
ベ
ン
ト
列
車
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
た
。
平
成
25
年
度
に
は
、
三

陸
鉄
道
職
員
や
沿
線
住
民
が
震
災
の
状
況
な
ど

を
案
内
す
る
「
三
陸
鉄
道
の
震
災
学
習
列
車
お

よ
び
お
座
敷
列
車
」
を
運
行
す
る
な
ど
、
鉄
道

事
業
者
な
ら
で
は
の
企
画
で
、
東
北
観
光
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
、
平
成
19
年
度
に
開
始
さ
れ
、
東
北
鉄

道
協
会
の
連
携
事
業
の
先
駆
け
と
な
っ
た
「
相

互
送
客
事
業
」
は
、
企
画
旅
行
を
実
施
し
て
沿

線
地
域
の
住
民
を
相
互
に
送
客
し
合
う
と
い

う
、
全
国
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
だ
。
初
年
度

に
は
５
社
が
６
回
実
施
し
、
総
勢
１
５
４
人
を

送
客
。
翌
年
以
降
は
ほ
ぼ
倍
増
し
、
平
成
22
年

度
に
は
５
５
３
人
に
及
ん
だ
。
震
災
が
発
生
し

た
平
成
23
年
度
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

現
在
も
、
会
員
間
で
緊
密
な
情
報
交
換
を
重
ね

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

相
互
送
客
事
業
で
、
鉄
道
事
業
者
が
地
域
の
観

光
資
源
と
し
て
自
ら
を
位
置
付
け
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
目
指
す
中
、各
社
が
重
視
す
る
の
が
ト
レ

イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
だ
。

全
国
的
に
見
て
も
早
い
段
階
か
ら
ト
レ
イ
ン

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
を
導
入
し
た
の
は
津
軽
鉄
道
と

由
利
高
原
鉄
道
だ
が
、
現
在
で
は
そ
の
他
に
も

６
社
で
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
が
活
躍
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
東
北
鉄
道
協
会
で
は
平
成
22
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年
度
か
ら
「
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
・
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座
in
東
北
」
を
毎
年
開
催
。
も
て

な
し
の
心
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
に
旅
館
の
女
将
や
日

本
酒
の
蔵
元
、
自
治
体
観
光
担
当
者
な
ど
に
よ

る
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
車
内
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
が
盛
岡

市
内
の
総
合
病
院
に
通
院
す
る
利
用
客
の
た
め

に
運
行
を
開
始
し
た
「
Ｉ
Ｇ
Ｒ
地
域
医
療
ラ
イ

ン
」
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
業
務
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
講
演
。
後
半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
実
際

に
Ｉ
Ｇ
Ｒ
地
域
医
療
ラ
イ
ン
に
乗
車
し
、
通
院

客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
業
務
を
視

察
し
た
。
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
役
割
は
広
が
り
、

そ
の
存
在
は
鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
も
乗
客
に

と
っ
て
も
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

５
回
目
を
迎
え
た
平
成
26
年
度
は
、
青
い
森

鉄
道
が
幹
事
社
と
な
っ
て
青
森
市
で
開
催
。
９

社
20
人
が
参
加
し
た
。
会
員
事
業
者
で
は
な
い

が
、
第
３
回
か
ら
千
葉
県
の
い
す
み
鉄
道
が
参

加
し
て
お
り
、
こ
の
日
も
青
森
に
駆
け
付
け
た

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
姿
が
あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
を
始
め
た
「
津
軽
半
島
観

光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
推
進
協
議
会
」
の
小
枝
美
知

子
代
表
理
事
の
講
演
か
ら
始
ま
り
、
津
軽
鉄
道

の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
し
て
活
動
を
始
め
て
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
の
経
緯
と
現
在
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。「
見
習

う
べ
き
手
本
が
な
い
中
で
、
一
つ
一
つ
、
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
活
動

を
広
げ
て
き
た
」
と
い
う
小
枝
代
表
理
事
は
、

情
報
発
信
の
重
要
性
や
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
企
画

の
ポ
イ
ン
ト
、
地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
に
つ

い
て
語
り
、
後
輩
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

続
い
て
４
班
に
分
か
れ
、
利
用
促
進
の
た
め

の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
役
割
、
利
用
客
に
喜
ば
れ

る
も
て
な
し
と
サ
ー
ビ
ス
、
会
社
や
地
域
が
活

性
化
す
る
グ
ッ
ズ
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
、
ト
ラ
ブ
ル

解
決
策
と
防
止
策
に
つ
い
て
の
四
つ
を
テ
ー
マ

に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
熱
心
な
話

し
合
い
が
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ
と
班
編
成

は
、
講
座
前
に
あ
ら
か
じ
め
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
参
考
資
料
や
自
社
の
グ
ッ
ズ
を
持
参
し
て

き
た
受
講
者
も
多
い
。
互
い
に
持
っ
て
き
た
資

料
や
グ
ッ
ズ
を
写
真
に
残
す
な
ど
、
業
務
に
関

し
て
少
し
で
も
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
い
う
姿
勢

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

協
会
の
連
携
の
中
で
は
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
な
が

ら
、
各
社
が
ス
キ
ル
を
磨
き
、
利
用
促
進
に
つ

な
げ
て
い
る
。
地
域
に
必
要
と
さ
れ
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
鉄
道
―
―
そ
れ
が
東
北
鉄
道
協
会
に

加
盟
す
る
19
社
が
望
む
自
ら
の
在
り
方
だ
。

         　
　

平
成
25
年
度
の
鉄
道
保
線
実
技
研
修
の
受
講

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
長
年
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
鉄
道
マ
ン
の
感
想
が
あ
っ
た
。

「
何
年
か
後
、
若
い
人
た
ち
の
時
代
と
な
っ

た
と
き
に
、
い
い
線
路
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
」

東
北
鉄
道
協
会
の
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
る

取
り
組
み
、
東
北
運
輸
局
や
自
治
体
に
よ
る
鉄

道
事
業
者
へ
の
支
援
、
そ
し
て
現
場
の
技
術
者

た
ち
の
真
摯
な
努
力
―
―
東
北
の
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
と
そ
れ
を
支
え
る
鉄
道
技
術
は
、
確
実
に
次

代
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

12鉄道信号・通信研修の 2 日目に行われた現場設備
実習。転てつ機、踏切の保守作業を実習する。3研修
が開催された東日本電気エンジニアリングの研修セン
ター。4トレインアテンダント・スキルアップ講座の講
義風景。5班別グループワークのまとめを発表する参
加者。6鉄道信号・通信研修での講義風景。

1

4 5

6

3

2



特集：相互扶助の歩みと未来
［東北鉄道協会の技術力共有化事業］

17 MINTETSU WINTER 2015

※軌道検査装置 ： トラックマスター
※ ATS‐PS ： 自動列車停止装置

平
成
19
年
度

7
月
6
日
／
相
互
送
客
事
業
を
開
始

東
北
鉄
道
協
会
運
輸
・
技
術
委
員
会
に
「
相
互
送
客

事
業
」
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
る
。

8
月
５
日
／
初
め
て
の
相
互
送
客
事
業
と
し
て
、
Ｉ

Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
か
ら
津
軽
鉄
道
に
20
人
を
送

客
。平

成
20
年
度

７
月
３
日
／
技
術
力
共
有
化
事
業
を
開
始

運
輸
・
技
術
委
員
会
に
「
地
方
鉄
道
に
お
け
る
技
術

力
共
有
化
事
業
」
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
る
。
事

業
内
容
は
①
交
換
用
部
品
・
検
査
機
器
類
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
と
相
互
利
用
、
②
専
門
業
務
の
受
委
託
、
③

現
場
職
務
・
訓
練
見
学
会
、
④
新
人
教
育
、
⑤
運
輸

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
内
部
評
価
手
法
の
情
報
交
換
等
。

10
月
／
合
同
訓
練

東
北
６
県
を
二
つ
に
分
け
、
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
は

会
津
鉄
道
、
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
は
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て

銀
河
鉄
道
が
主
催
す
る
大
規
模
訓
練
に
参
加
、
合
同

訓
練
と
す
る
。

南
ブ
ロ
ッ
ク
（
10
／
２
・
10
／
３
）

場
所
：
会
津
鉄
道 

会
津
田
島
駅
構
内

参
加
：
８
事
業
者
52
人
、
東
北
運
輸
局
・
鉄
道
総
研

技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
・
福
島
県
看
護
協
会
な
ど
９
人

北
ブ
ロ
ッ
ク
（
10
／
28
・
10
／
29
）

場
所
：
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道

参
加
：
12
事
業
者
１
２
５
人
、
東
北
運
輸
局
・
鉄
道

総
研
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
12
人

12
月
17
日
／
Ｊ
︲
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
（
鉄
道
技
術
・
政
策
連

合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
の
研
究
発
表
会
で
、
佐
藤
啓
一

運
輸
・
技
術
委
員
長
（
会
津
鉄
道
取
締
役
運
輸
部

長
・
当
時
）
が
東
北
鉄
道
協
会
の
技
術
力
共
有
化
事

業
に
つ
い
て
発
表
。
評
価
を
得
る
。

■
平
成
20
年
度
の
技
術
力
共
有
化
事
業

＜

機
器
・
部
品
の
相
互
利
用
と
業
務
の
委
託＞

◎ 

三
陸
鉄
道
か
ら
岩
手
開
発
鉄
道
へ
、
レ
ー
ル
の
歪

み
等
を
測
定
す
る
軌※

道
検
査
装
置
を
貸
与
。

◎ 

会
津
鉄
道
か
ら
阿
武
隈
急
行
へ
、
Ａ※

Ｔ
Ｓ
︲
Ｐ
Ｓ

車
上
装
置
試
験
器
を
貸
与
。

◎ 

車
両
の
検
査
・
修
理
を
直
営
で
行
っ
て
い
る
岩
手

開
発
鉄
道
が
、
津
軽
鉄
道
・
三
陸
鉄
道
・
秋
田
内

陸
縦
貫
鉄
道
の
車
両
の
車
軸
超
音
波
探
傷
検
査
や

車
輪
削
正
作
業
を
受
託
。

＜

技
術
力
向
上
の
取
り
組
み＞

◎ 

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
と
仙
台
空
港
鉄
道
が
、

安
全
教
育
や
社
内
に
お
け
る
技
術
継
承
に
つ
い
て

議
論
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
。

◎ 

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
と
三
陸
鉄
道
が
相
互
支

援
と
相
互
協
力
を
目
的
と
し
た
連
携
協
定
を
締
結
。

平
成
21
年
度

10
月
14
日
／
「
地
方
鉄
道
技
術
連
携
賞
」
受
賞

「
中
小
鉄
道
事
業
者
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
平
成

21
年
度
「
日
本
鉄
道
賞 

地
方
鉄
道
技
術
連
携
賞
」

を
受
賞
。

10
～
11
月
／
合
同
研
修
会

第
三
者
機
関
の
専
門
家
を
講
師
と
す
る
合
同
研
修
会

を
開
催
。

講
師
： 

鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
レ
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
東
北
運
輸
局
ほ
か

盛
岡
（
10
／
22
）　

参
加
：
11
事
業
者
54
人

福
島
（
11
／
10
）　

参
加
：
６
事
業
者
24
人

11
月
５
日
／
合
同
訓
練
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

踏
切
事
故
に
よ
る
自
動
車
運
転
者
救
出
訓
練
、
車
両

脱
線
復
旧
訓
練
、
列
車
内
負
傷
者
の
救
護
訓
練
な
ど
。

場
所
：
会
津
鉄
道 

会
津
田
島
車
両
基
地

参
加
：
10
事
業
者
・
消
防
な
ど
１
１
３
人

■
平
成
21
年
度
の
技
術
力
共
有
化
事
業

＜

機
器
・
部
品
の
相
互
利
用
と
業
務
の
委
託＞

◎ 

三
陸
鉄
道
か
ら
岩
手
開
発
鉄
道
へ
、
レ
ー
ル
の
歪

み
等
を
測
定
す
る
軌
道
検
査
装
置
を
貸
与
。

◎ 

福
島
交
通
か
ら
阿
武
隈
急
行
へ
、
車
両
モ
ー
タ
ー

や
高
圧
回
路
の
点
検
を
行
う
耐
圧
試
験
器
を
貸

与
。

◎ 

三
陸
鉄
道
か
ら
会
津
鉄
道
へ
、
車
両
ブ
レ
ー
キ
装

置
一
式
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
装
置
を
無
償
譲
渡
。
会
津
鉄
道

は
三
陸
鉄
道
に
ブ
レ
ー
キ
弁
ハ
ン
ド
ル
３
本
を
無

償
譲
渡
。

◎ 

岩
手
開
発
鉄
道
が
、
津
軽
鉄
道
・
三
陸
鉄
道
・
秋

田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
車
両
の
車
軸
超
音
波
探
傷
検

査
や
車
輪
削
正
作
業
を
受
託
。

＜

技
術
力
向
上
の
取
り
組
み＞

◎ 

連
携
協
定
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道

の
職
員
が
三
陸
鉄
道
の
軌
道
等
の
老
朽
化
調
査
を

実
施
。

◎ 

弘
南
鉄
道
・
津
軽
鉄
道
・
十
和
田
観
光
電
鉄
の
３

社
は
、
軌
道
検
測
器
の
技
術
者
を
招
聘
し
、
操
作

方
法
等
の
講
習
と
検
測
作
業
の
実
習
を
行
っ
た
。

◎ 

福
島
交
通
の
職
員
が
阿
武
隈
急
行
に
出
向
き
、
軌

道
検
査
装
置
の
操
作
方
法
等
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
た
。

◎ 

山
形
鉄
道
と
由
利
高
原
鉄
道
が
相
互
支
援
と
相
互

協
力
を
目
的
と
し
た
連
携
協
定
を
締
結
。

平
成
22
年
度

7
月
23
日
／ 

国
土
交
通
省
「
運
輸
安
全
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
」
に
認
定

東
北
鉄
道
協
会
の
平
成
22
年
度
技
術
力
共
有
化
事
業

が
国
土
交
通
省
の
「
運
輸
安
全
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」

に
認
定
さ
れ
る
。

７
月
23
日
／
鉄
道
技
術
・
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

軌
道
・
構
造
物
、
電
気
、
車
両
、
運
転
、
各
分
野
の

技
術
者
の
中
で
も
特
に
高
い
技
術
力
を
有
す
る
10
人

の
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
を
＂
鉄
道
技
術
・
安
全
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
＂
に
任
命
。
会
員
鉄
道
事
業
者
へ
の
指
導
・

助
言
を
行
い
、
若
手
鉄
道
技
術
者
の
育
成
と
技
術
の

継
承
を
目
指
す
。

8
月
30
日
／ 

鉄
道
安
全
ハ
イ
レ
ベ
ル
研
修
（
安
全
統

括
管
理
者
研
修
）

鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
安
全
統
括
管
理
者
を
対
象
に

し
た
研
修
を
開
催
。

＜

第
一
部＞

内
部
監
査
に
つ
い
て
の
集
中
討
議

講
師
：
東
北
運
輸
局　

受
講
者
：
20
事
業
者
43
人

＜

第
二
部＞

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
関
す
る
講
義

講
師
：
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
教
授　

小
松
原
明

哲

活動の記録
東北鉄道協会「中小鉄道事業者連携プロジェクト」平成 25 年度までの歩み
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※アンチクリーパ	：	レールの移動を防止するために取り付ける金具
※動揺コマ：列車に搭載し、揺れや軌道の状況を調べる機器

受
講
者
：
20
事
業
者
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
お

よ
び
索
道
事
業
者
の
安
全
統
括
管
理
者
約
１
２
０
人

９
月
29
・
30
日
／
新
人
運
転
士
養
成
講
座

若
手
運
転
士
お
よ
び
運
転
士
候
補
者
を
対
象
に
、
合

同
養
成
講
座
を
開
催
。

講
師
：
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
レ
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
鉄
道
技
術
・
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
パ
ー
ソ
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス

受
講
者
：
17
事
業
者
24
人

11
月
15
～
18
日
／
鉄
道
保
線
実
技
研
修

マ
ク
ラ
ギ
交
換
な
ど
の
保
線
作
業
を
自
ら
体
験
学
習

す
る
合
宿
形
式
の
実
技
研
修
。
保
線
技
能
の
習
得
と

的
確
な
技
術
判
断
力
の
育
成
を
図
る
。

講
師
：
仙
建
工
業　

受
講
者
：
17
事
業
者
24
人

11
月
24
・
25
日
／�

第
１
回
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
in
東
北

各
社
が
連
携
し
て
、
旅
客
誘
致
の
た
め
の
情
報
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
。
議
論
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
学
ぶ
。

幹
事
社
：
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道　

受
講
者
：
11
事
業
者
な
ど
35
人

３
月
４
日
／
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
活
用
セ
ミ
ナ
ー

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
活
用
が
円
滑
に
進
む

仕
組
み
や
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

参
加
者
：
19
事
業
者
58
人

■
平
成
22
年
度
の
技
術
力
共
有
化
事
業

＜

機
器
・
部
品
の
相
互
利
用
と
業
務
の
委
託＞

◎�

会
津
鉄
道
か
ら
山
形
鉄
道
へ
、
エ
ン
ジ
ン
カ
バ
ー

３
個
を
譲
渡
。
三
陸
鉄
道
へ
ブ
レ
ー
キ
レ
バ
ー
３

本
を
譲
渡
。

◎�

三
陸
鉄
道
か
ら
岩
手
開
発
鉄
道
へ
、
レ
ー
ル
の
歪

み
等
を
測
定
す
る
軌
道
検
査
装
置
を
貸
与
。

◎�

岩
手
開
発
鉄
道
が
、
津
軽
鉄
道
・
三
陸
鉄
道
・
秋

田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
車
両
の
車
軸
超
音
波
探
傷
検

査
や
車
輪
削
正
作
業
を
受
託
。

◎�

協
会
加
盟
事
業
者
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
秋
田
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
「
車
両
委
託
修
繕
調
整
会

議
」
を
開
催
。
青
い
森
鉄
道
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀

河
鉄
道
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
が
同
社
に
委
託
。

平
成
23
年
度

４
月
14
日
／
災
害
復
旧
へ
、
緊
急
要
望
の
実
施

東
北
鉄
道
協
会
澤
田
長
二
郎
会
長
と
被
災
し
た
鉄
道

事
業
者
は
、
国
土
交
通
省
を
訪
れ
、
鉄
道
現
場
の
状

況
と
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を
訴
え
、
災
害

復
旧
事
業
に
お
け
る
必
要
額
の
満
額
確
保
お
よ
び
国

費
補
助
率
の
最
大
限
の
か
さ
上
げ
を
緊
急
に
要
望
し

た
。
ま
た
、
各
鉄
道
事
業
者
に
お
い
て
関
係
す
る
県

等
自
治
体
へ
も
同
様
の
要
望
を
実
施
し
た
。

４
月
～
／�

東
北
ロ
ー
カ
ル
線
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開
始

震
災
の
影
響
で
観
光
客
が
激
減
す
る
中
、
事
業
者
間

の
連
携
に
よ
り
、
東
北
の
観
光
復
興
を
目
指
す
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
精
力
的
に
進
め
た
。

1�
東
北
ロ
ー
カ
ル
線
ご
乗
車
・
ご
支
援
感
謝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
４
／
29
～
8
／
31
）

鉄
道
利
用
客
を
対
象
に
、
13
事
業
者
が
共
同
で
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
鉄
道
利
用
者
に
「
乗
車
記
念

証
」
を
発
行
、
沿
線
施
設
な
ど
で
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
ほ
か
、
抽
選
で
賞
品
を
提
供
し
た
。
期
間
中
、
企

画
切
符
発
行
枚
数
は
２
万
４
４
１
０
枚
に
上
っ
た
。

2�

が
ん
ば
ろ
う
東
北
の
鉄
道
！　

リ
レ
ー
写
真
展

復
興
へ
の
願
い
を
込
め
、
被
災
の
状
況
、
復
興
に
向

か
っ
て
奮
闘
す
る
鉄
道
員
た
ち
の
姿
を
伝
え
る
写
真

展
。
リ
レ
ー
方
式
で
東
北
各
地
を
巡
回
し
た
。
６
月

18
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
か
ら
、

25
年
2
月
28
日
に
展
示
を
終
え
た
阿
武
隈
急
行
ま

で
、
１
年
８
カ
月
を
か
け
て
11
会
場
を
回
っ
た
。

3
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

「
津
軽
鉄
道
け
っ
ぱ
れ
！
フ
ェ
ス
タ
」（
６
／
28
）、

「
が
ん
ば
ろ
う
！
『
三
鉄
』
の
集
い
」（
６
／
29
）
を

開
催
。
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
意
義
や
魅
力
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
復
興
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
た
。

６
月
22
日
／
「
仙
台
広
告
賞
大
賞
」
受
賞

東
北
鉄
道
協
会
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
『
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
に
乗
ろ
う
！
』
が
第
41
回
仙
台
広
告
賞
の
テ

レ
ビ
部
門
で
大
賞
を
受
賞
。

６
月
24
・
25
日
／
三
陸
鉄
道
へ
の
応
援
と
実
情
視
察

を
兼
ね
て
、
定
時
会
員
総
会
を
三
陸
鉄
道
の
レ
ト
ロ

列
車
内
お
よ
び
沿
線
の
国
民
宿
舎
で
開
催
し
た
。

10
月
７
日
／
合
同
訓
練
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

走
行
中
に
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
、
列
車
の

停
止
手
配
と
乗
客
の
避
難
誘
導
を
訓
練
。

場
所
：
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道 

訓
練
列
車
内
ほ
か

参
加
：
11
事
業
者
な
ど
１
２
４
人
ほ
か
消
防

10
月
14
日
／
「
表
彰
選
考
委
員
会
特
別
賞
」
受
賞

震
災
以
降
、
進
め
て
き
た
「
東
北
ロ
ー
カ
ル
線
復
興

支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
平
成
23
年
度
「
日
本
鉄
道

賞 

表
彰
選
考
委
員
会
特
別
賞
」
を
受
賞
。

10
月
25
日
／�

第
１
回
鉄
道
技
術
・
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
の
意
見
交
換
会

鉄
道
技
術
・
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
積
極
的
な

活
用
を
促
す
た
め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
秋
田
県
内
３

事
業
者
と
で
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。 

10
月
27
日
／
合
同
訓
練
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

ト
ン
ネ
ル
内
列
車
火
災
を
想
定
し
た
救
出
訓
練
、
車

両
脱
線
復
旧
訓
練
な
ど
。

場
所
：
会
津
鉄
道 

会
津
田
島
車
両
基
地

参
加
：
10
事
業
者
・
消
防
な
ど
97
人

12
月
7
・
8
日
／�
第
2
回
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
in
東
北

幹
事
社
：
会
津
鉄
道　

受
講
者
：
9
事
業
者
な
ど
41
人

■
平
成
23
年
度
の
技
術
力
共
有
化
事
業

＜

機
器
・
部
品
の
相
互
利
用＞

◎�

山
形
鉄
道
か
ら
秋
田
臨
海
鉄
道
へ
、
ア※

ン
チ
ク

リ
ー
パ
約
１
０
０
組
を
融
通
。

◎�

山
形
鉄
道
か
ら
会
津
鉄
道
へ
、
動※

揺
コ
マ
を
約
1

カ
月
間
貸
与
。

＜

相
互
扶
助
の
取
り
組
み＞

◎�

震
災
に
よ
り
大
半
の
区
間
が
運
休
中
の
三
陸
鉄
道

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道

が
三
陸
鉄
道
の
職
員
を
、
平
成
23
年
８
月
か
ら
４

人
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
６
人
を
受
け
入
れ
る
。

◎�

仙
台
臨
海
鉄
道
は
、
津
波
で
被
災
し
た
機
関
車
の

代
替
と
し
て
、
秋
田
臨
海
鉄
道
、
京
葉
臨
海
鉄
道

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
機
関
車
１
両
を
借
り
受
け
る
な
ど

し
て
運
行
再
開
を
果
た
し
た
。

平
成
24
年
度

6
月
～
／�

東
北
ロ
ー
カ
ル
線
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
継
続

平
成
24
年
度
も
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
注
力
。

被
災
鉄
道
の
早
期
復
旧
に
向
け
、
機
運
醸
成
や
激

励
、
需
要
喚
起
を
目
的
と
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し

た
。

1�

「
が
ん
ば
れ　

東
北
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
絵
画
展
～
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
エ
ー
ル
」（
６
／
５
～
６
／
30
）

早
期
復
旧
の
願
い
を
込
め
、
相
模
鉄
道
沿
線
の
子
ど

も
た
ち
が
描
い
た
絵
画
約
３
６
０
点
を
展
示
。

場
所
：
東
北
福
祉
大
学
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

2
が
ん
ば
ろ
う
東
北
の
鉄
道
！　

リ
レ
ー
写
真
展

平
成
23
年
度
よ
り
継
続
。

上：仙台臨海鉄道が秋田臨海鉄道から借り受けた機関車
の引き渡し式（平成 23 年 11 月８日）。下：津波による
被害でトレーラーで輸送される三陸鉄道の車両。



■平成 19 年度の相互送客実績（154 人）
主催会社	 人 数 	 訪問先
由利高原鉄道	 71 人	 会津鉄道
三陸鉄道	 5 人	 青函トンネル・
		  津軽鉄道・弘南鉄道・
		  十和田観光電鉄　
IGR いわて銀河鉄道	 20 人	 津軽鉄道　
IGR いわて銀河鉄道	 12 人	 青函トンネル・津軽鉄道・
		  弘南鉄道・十和田観光電鉄　
山形鉄道	 18 人	 青函トンネル・津軽鉄道　
会津鉄道	 28 人	 青函トンネル・津軽鉄道・
		  弘南鉄道　
■平成 20 年度の相互送客事業（166 人）
主催会社	 人数 	 訪問先
山形鉄道	 32 人	 三陸鉄道　
IGR いわて銀河鉄道	 12 人	 津軽鉄道　
秋田内陸縦貫鉄道	 65 人	 津軽鉄道　
秋田内陸縦貫鉄道	 25 人	 会津鉄道
会津鉄道	 32 人	 秋田内陸縦貫鉄道・
		  由利高原鉄道　
■平成 21 年度の相互送客事業（245 人）
主催会社	 人 数 	 訪問先
山形鉄道	 27 人	 由利高原鉄道　
由利高原鉄道	 74 人	 三陸鉄道　
会津鉄道	 6 人	 津軽鉄道・青函トンネル　
会津鉄道	 31 人	 IGR いわて銀河鉄道・三陸鉄道
IGR いわて銀河鉄道	 36 人	 津軽鉄道　
IGR いわて銀河鉄道・	 13 人	 会津鉄道
三陸鉄道		
秋田内陸縦貫鉄道	 44 人	 津軽鉄道　
津軽鉄道	 14 人	 秋田内陸縦貫鉄道　
■平成 22 年度の相互送客事業（553 人）
主催会社	 人 数 	 訪問先
由利高原鉄道	 38 人	 山形鉄道
山形鉄道	 17 人	 IGR いわて銀河鉄道
福島臨海鉄道	 62 人		 会津鉄道
	

（社員旅行）

	
秋田内陸縦貫鉄道	 54 人	 津軽鉄道
秋田内陸縦貫鉄道	 20 人	 三陸鉄道
会津鉄道	 25 人	 山形鉄道・阿武隈急行
十和田観光電鉄	 　337人	 三陸鉄道
■平成 23 年度の相互送客事業（183 人）
主催会社	 人 数 	 訪問先
IGR いわて銀河鉄道	 20 人	 青い森鉄道・
		  十和田観光電鉄・弘南鉄道
IGR いわて銀河鉄道	 21 人	 三陸鉄道　
IGR いわて銀河鉄道	 9 人	 弘南鉄道・津軽鉄道・
		  青函トンネル　
IGR いわて銀河鉄道	 58 人	 十和田観光電鉄　
秋田内陸縦貫鉄道	 32 人	 津軽鉄道　
秋田内陸縦貫鉄道	 22 人	 山形鉄道　
会津鉄道	 21 人	 仙台空港鉄道　
■平成 24 年度の相互送客事業（142 人）
主催会社	 人 数 	 訪問先
IGR いわて銀河鉄道	 16 人	 三陸鉄道　
弘南鉄道	 27 人	 津軽鉄道　
由利高原鉄道	 66 人	 三陸鉄道　
会津鉄道	 33 人	 仙台空港鉄道・
		  仙台市地下鉄建設現場　
■平成 25 年度の相互送客事業（18 人）
主催会社	 人 数 	 訪問先
秋田内陸縦貫鉄道	 18 人	 由利高原鉄道　

■相互送客事業の年度別実績

特集：相互扶助の歩みと未来
［東北鉄道協会の技術力共有化事業］
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※輪重測定器：列車の揺れを計測する装置

3
東
北
ロ
ー
カ
ル
線
イ
ベ
ン
ト
列
車
ツ
ア
ー

東
北
鉄
道
協
会
加
盟
の
鉄
道
事
業
者
と
旅
行
代
理
店

が
タ
イ
ア
ッ
プ
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
運
行
す
る

着
地
型
旅
行
を
企
画
。

７
月
27
日
／
国
土
交
通
大
臣
か
ら
「
感
謝
状
」
受
領

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
で
復
興
支
援
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
に
対
し
、
国
土
交
通
大
臣
よ
り
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
る
。

10
月
11
・
12
日
／
新
人
運
転
士
養
成
講
座

講
師
：
東
北
運
輸
局
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

パ
ー
ソ
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
ほ
か

受
講
者
：
15
事
業
者
22
人

10
月
19
日
／
合
同
訓
練
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

故
障
列
車
救
援
の
た
め
の
伝
令
法
施
行
訓
練
、
ト
ン

ネ
ル
内
で
の
列
車
火
災
対
応
訓
練
ほ
か
。

場
所
：
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道 

訓
練
列
車
内
ほ
か

参
加
：
9
事
業
者
・
警
察
・
消
防
な
ど
１
１
０
人

11
月
13
・
14
日
／�

第
3
回
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
in
東
北

幹
事
社
：
由
利
高
原
鉄
道 

受
講
者
：
9
事
業
者
な
ど
38
人

11
月
26
日
／
近
隣
事
業
者
に
よ
る
勉
強
会
開
催

青
森
県
津
軽
地
方
の
鉄
道
事
業
者
が
、
安
全
確
保
と

人
材
育
成
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

場
所
：
弘
南
鉄
道
本
社　

参
加
：
弘
南
鉄
道
３
人
・

青
い
森
鉄
道
５
人
・
津
軽
鉄
道
３
人

11
月
30
日
／
合
同
訓
練
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

踏
切
事
故
に
よ
る
自
動
車
運
転
者
救
出
訓
練
な
ら
び

に
列
車
内
負
傷
者
救
護
訓
練
、
車
両
脱
線
復
旧
訓

練
。

場
所
：
会
津
鉄
道　

会
津
田
島
車
両
基
地

参
加
：
６
事
業
者
・
警
察
・
消
防
な
ど
１
２
３
人

３
月
25
日
／
運
転
士
同
士
の
合
同
勉
強
会

運
転
技
能
向
上
の
た
め
前
頭
添
乗
（
運
転
席
横
か
ら

の
運
転
基
本
動
作
の
確
認
等
）
と
事
故
防
止
訓
練
等

に
関
す
る
意
見
交
換
を
実
施
。

場
所
：
仙
台
空
港
鉄
道
線
列
車
内　

参
加
：
会
津
鉄

道
運
転
士
等
４
人
・
仙
台
空
港
鉄
道
運
転
士
等
４
人

■
平
成
24
年
度
の
技
術
力
共
有
化
事
業

＜

機
器
・
部
品
の
相
互
利
用＞

◎�

青
い
森
鉄
道
が
保
有
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
付
き
モ
ー

タ
ー
カ
ー
1
台
を
弘
南
鉄
道
に
譲
渡
。

◎�
野
岩
鉄
道
（
本
社
：
栃
木
県
）
か
ら
会
津
鉄
道
へ
、

列
車
の
動
揺
測
定
器
を
約
１
週
間
無
償
で
貸
与
。

◎�

青
い
森
鉄
道
か
ら
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
へ
、

Ａ
Ｔ
Ｓ
車
上
装
置
と
制
輪
子
８
個
を
貸
与
。
ま

た
、
両
事
業
者
の
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
都
合
に

合
わ
せ
、
相
互
に
車
両
（
７
０
１
系
）
を
融
通
。

◎�

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
と
津
軽
鉄
道
は
、
エ
ン
ジ
ン

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
、
車
輪
削
正
と
車
軸
探
傷
検

査
を
岩
手
開
発
鉄
道
に
委
託
。

＜

相
互
扶
助
の
取
り
組
み＞

◎�

秋
田
臨
海
鉄
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
外
注
し
て
い
た

機
関
車
の
重
要
部
検
査
を
、
福
島
臨
海
鉄
道
の
技

術
支
援
を
受
け
つ
つ
直
営
で
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。

平
成
25
年
度

　
10
月
28
日
／
合
同
訓
練

訓
練
に
参
加
す
る
会
員
事
業
者
を
6
県
に
拡
大
。
列

車
抑
止
訓
練
、
故
障
列
車
救
援
訓
練
、
警
察
・
消
防

合
同
に
よ
る
鉄
道
テ
ロ
へ
の
対
応
訓
練
を
行
っ
た
。

場
所
：
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道 

訓
練
列
車
内
ほ
か

参
加
：
10
事
業
者
・
警
察
・
消
防
な
ど
１
４
１
人

11
月
13
～
15
日
／
鉄
道
保
線
実
技
研
修

保
線
実
務
に
携
わ
っ
て
経
験
の
浅
い
社
員
を
対
象

に
、
合
宿
形
式
で
実
技
研
修
を
行
っ
た
。

講
師
：
東
北
運
輸
局
・
仙
建
工
業
ほ
か

参
加
：
19
事
業
者
25
人

11
月
20
日
／
合
同
訓
練

訓
練
に
参
加
す
る
会
員
事
業
者
を
6
県
に
拡
大
。
乗

客
救
出
訓
練
、
車
両
脱
線
復
旧
工
事
な
ど
を
実
施
。

場
所
：
会
津
鉄
道　

会
津
田
島
車
両
基
地

参
加
：
８
事
業
者
・
警
察
・
消
防
な
ど
98
人

11
月
21
・
22
日
／�

第
４
回
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
in
東
北

幹
事
社
：
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道

受
講
者
：
10
事
業
者
な
ど
45
人

■
平
成
25
年
度
の
技
術
力
共
有
化
事
業

＜

機
器
・
部
品
の
相
互
利
用＞

◎�

福
島
交
通
か
ら
阿
武
隈
急
行
へ
戸
車
４
個
（
ベ
ア

リ
ン
グ
含
む
）
譲
渡
。

◎�

岩
手
開
発
鉄
道
か
ら
会
津
鉄
道
へ
輪※

重
測
定
器
を

有
償
貸
与
。
福
島
交
通
か
ら
阿
武
隈
急
行
へ
輪
重

測
定
器
を
無
償
貸
与
。
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
と
由

利
高
原
鉄
道
が
輪
重
測
定
器
を
共
同
所
有
。

◎�

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
か
ら
青
い
森
鉄
道
へ
、

７
０
１
系
Ｍ
ｃ
用
電
気
連
結
器
・
戸
閉
め
装
置
用

電
磁
弁
・
制
輪
子
を
無
償
貸
与
。
ま
た
、
車
両
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
合
わ
せ
て
車
両
（
７
０
０
０
系
）

を
融
通
。

◎�

三
陸
鉄
道
・
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
・
津
軽
鉄
道
・

会
津
鉄
道
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
、
車
輪
削
正
、
車
軸
探
傷
検
査
、
台

車
重
要
部
検
査
等
を
岩
手
開
発
鉄
道
に
委
託
。


